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ミ
ニ
棟
上
で
大
盛
り
上
が
り

ミ
ニ
棟
上
で
大
盛
り
上
が
り

関
所
祭
り
で
職
人
ア
ピ
ー
ル

関
所
祭
り
で
職
人
ア
ピ
ー
ル

要求実現にむけ仲間増やしに協力を

▼
秋
が
な
く
も
う
年
末
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
冬
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
は

春
夏
秋
冬
と
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
の
中
で
四
季
を

感
じ
て
暮
ら
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
が
、
昨
今
は
夏

と
冬
の
二
季
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
猛
暑
の
夏

は
熱
中
症
で
、
極
寒
の
冬

は
ア
カ
ギ
レ
シ
モ
ヤ
ケ
な

ど
屋
外
で
働
く
仲
間
た
ち

は
自
然
相
手
で
大
変
で
す

▼
な
の
で
組
合
作
っ
て

「
人
間
ら
し
く
働
き
暮
ら

せ
る
」
建
設
国
保
や
労
災

保
険
な
ど
様
々
な
制
度
を

作
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
小

規
模
工
事
登
録
制
度
や
公

共
工
事
へ
の
参
加
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
な

ど
待
遇
改
善
の
た
め
の
運

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
だ

け
ど
ま
だ
ま
だ
人
間
ら
し

く
生
き
れ
る
業
界
に
し
き

っ
て
い
ま
せ
ん
▼
「
給
料

が
高
い
、
休
日
が
あ
る
、

希
望
が
持
て
る
」
新
3K
に

す
る
た
め
に
、
重
層
下
請

け
制
度
が
残
る
建
設
業
界

で
は
、
未
だ
圧
倒
的
未
加

入
の
建
設
産
業
に
従
事
す

る
仲
間
た
ち
を
組
合
に
迎

え
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
出
来
れ
ば
、

値
引
き
競
争
で
は
な
く
、

適
正
な
価
格
・
単
価
で
仕

事
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る
に

は
、
ま
ず
公
契
約
法
・
公

契
約
条
例
（
公
共
工
事
現

場
で
土
日
休
ん
で
も
人
間

ら
し
く
暮
ら
せ
る
最
低
賃

金
制
度
）
を
制
定
す
る
こ

と
が
必
修
で
す
。
希
望
輝

く
建
設
業
界
を
作
る
た
め

に
、
み
ん
な
で
組
合
を
も

っ
と
大
き
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

を拡げよう拡げよう

　　支部執行委員会で集まった役員と喜びの写真撮影

　包丁研ぎも大忙し

　大人気の職人ブース

　大工体験に子どもたちも大喜び

　

南
関
分
会
の
住
宅
デ
ー

は
11
月
16
日
に
南
関
町
関

所
ま
つ
り
の
会
場
で
開
催

し
、
今
年
は
住
宅
相
談
や

包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り

の
他
に
子
供
大
工
の
ミ
ニ

棟
上
げ
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
会
場
に
は
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
朝
一
番

か
ら
住
宅
デ
ー
の
ブ
ー
ス

に
は
続
々
と
受
付
を
行
う

人
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

分
会
か
ら
は
11
人
の
仲

間
が
参
加
し
、
朝
か
ら
休

憩
す
る
間
も
な
く
大
忙
し

で
し
た
。
住
宅
相
談
が
２

件
、
包
丁
研
ぎ
は
87
本
、

ま
な
板
削
り
は
14
枚
を
行

い
、
受
付
の
際
に
は
「
今

年
も
待
っ
て
た
よ
！
」
、

「
チ
ラ
シ
を
見
て
初
め
て

来
ま
し
た
！
」
な
ど
心
待

ち
に
さ
れ
て
た
方
も
多

く
、
受
け
渡
し
の
際
に
は

「
こ
ん
な
に
綺
麗
に
な
っ

た
と
～
」
な
ど
喜
び
の
声

が
聞
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
棟
上
げ
体
験
に

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、

初
め
て
持
つ
大
き
な
ハ
ン

マ
ー
を
担
ぎ
、
「
お
も
た

～
い
」と
言
い
な
が
ら
も
、

力
い
っ
ぱ
い
柱
を
叩
い
て

大
喜
び
で
し
た
。

　

最
後
は
餅
投
げ
も
開

催
。
多
く
の
来
場
者
が

ブ
ー
ス
を
取
り
囲
み
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
地

元
に
も
多
く
の
職
人
が
い

る
こ
と
を
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

10
月
か
ら
11
月
末
ま
で

を
秋
の
本
月
間
と
し
て
、

７
月
か
ら
準
備
を
し
、
本

部
目
標
は
６
月
か
ら
の
拡

大
を
68
人
、
支
部
目
標
は

準
備
月
間
か
ら
11
月
ま
で

に
72
人
の
拡
大
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

前
年
度
の

目
標
未
達
成

と
減
勢
さ
せ

た
結
果
に
対

し
、
挽
回
め

ざ
し
て
分
会

総
会
や
支
部

定
期
大
会
、

合
同
班
長
会

議
で
の
出
陣

式
、
一
斉
宣

伝
と
諏
訪
公

園
で
の
中
間

決
起
を
兼
ね

た
福
引
大
会

な
ど
を
通
し

て
仲
間
の
紹

介
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

最後は投げ餅で大盛り上がり

　

ま
た
、
本
月
間
中
は
、

各
分
会
で
の
出
陣
式
や
毎

週
木
曜
日
の
仲
間
訪
問
、

１
日
と
15
日
の
お
は
よ
う

宣
伝
、
本
部
宣
伝
カ
ー
も

土
日
含
め
た
５
日
間
の
運

行
、
11
月
20
日
は
日
中
の

未
加
入
事
業
所
訪
問
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
11
月
４
日
に
本

部
目
標
を
全
県
で
久
々
に

一
番
乗
り
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
支
部
目
標

は
11
月
25
日
現
在
で
、
あ

と
８
人
で
達
成
ま
で
迫
っ

て
い
ま
す
。
分
会
で
は
、

船
津
分
会
、
白
光
分
会
、

田
隈
分
会
、
橘
分
会
、
高

田
分
会
が
達
成
と
な
り
、

最
終
節
ま
で
奮
闘
し
て
い

ま
す
。
高
田
分
会
の
宮

地
分
会
長
は
、
「
自
分
の

分
会
目
標
は
達
成
さ
せ
た

い
」
と
25
日
に
執
念
の
拡

大
で
分
会
目
標
に
到
達
。

　

秋
の
県
目
標
一
番
乗
り

の
勢
い
で
、
春
の
月
間
、

そ
し
て
年
間
目
標
の
達
成

と
増
勢
め
ざ
し
て
、
更
な

る
み
な
さ
ん
の
新
し
い
仲

間
の
紹
介
と
周
り
へ
の
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

初めてのハンマーに苦戦

高田分会も執念で達成 次は現勢回復めざそう次は現勢回復めざそう
秋の拡大月間 「一番乗り達成♪」秋の拡大月間 「一番乗り達成♪」

「はいろう福建労」「はいろう福建労」
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日
中
の
事
業
所
訪
問

19
件
の
会
話
で
組
合
周
知

宣
伝
カ
ー
で
「
は
い
ろ
う
福
建
労
」

現
場
を
ま
わ
っ
て
拡
大
呼
び
か
け

秋の拡大目標

多
く
の
参
加
で
お
は
よ
う
宣
伝

適
正
な
依
頼
さ
れ
て
る
か
疑
問

　

月
間
中
は
、
本
部
の
宣

伝
カ
ー
を
各
支
部
リ
レ
ー

で
つ
な
ぎ
、
町
内
を
め
ぐ

り
現
場
訪
問
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
大
牟
田
支
部
は

11
月
７
日
か
ら
11
日
が
運

行
日
で
し
た
。
土
日
も
含

め
５
日
間
に
７
人
が
乗
車

し
大
牟
田
支
部
管
内
を
周

り
ま
し
た
。

　

現
場
を
見
つ
け
る
と
、

訪
問
グ
ッ
ズ
を
も
っ
て
、

組
合
の
案
内
に
声
を
か
け

ま
し
た
。
労
災
保
険
を
か

け
て
い
な
い
一
人
親
方
な

ど
に
は
早
め
の
加
入
を
す

す
め
、
加
入
し
て
い
る
仲

間
に
は
周
り
へ
の
呼
び
か

け
を
拡
げ
ま
し
た
。
支
部

女
性
の
会
の
木
村
さ
ん

は
、
周
り
の
仲
間

か
ら
宣
伝
カ
ー
の

こ
と
を
知
り
、
自

分
も
乗
れ
る
日
が

あ
る
な
ら
協
力
し

た
い
と
乗
り
込

み
、
現
場
を
明
る

く
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
組
合
の

宣
伝
の
合
間
に

は
、
消
費
税
減
税

　

拡
大
月
間
中
の
取
り
組

み
の
一
つ
に
、
日
中
に
し

か
会
え
な
い
事
業
所
の
訪

問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

11
月
20
日
は
、
大
牟
田
市

内
の
未
加
入
の
事
業
所
の

訪
問
を
吉
永
組
織
部
長
と

田
中
副
支
部
長
、
書
記
２

人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

春
秋
の
拡
大
月
間
に
あ

わ
せ
て
組
合
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
を
届
け
て
い
る

事
業
所
に
組
合
の
資
料
や

訪
問
グ
ッ
ズ
を
も
っ
て
２

班
に
分
か
れ
て
19
件
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

訪
問
先
で
は
、
簡
単
な

説
明
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
組
合
で
は
様
々

な
こ
と
を
取
り
扱
っ
て
い

る
こ
と
を
ひ
ろ
め
ま
し

た
。
ま
た
、
周
り
の
事
業

者
で
必
要
な
制
度
で
困
っ

て
い
る
仲
間
が
い
れ
ば
、

案
内
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
中
に
は
、
朝
礼
で
周

知
し
て
く
れ
る
事
業
所
も

あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
を
知
っ
て
い
る
事

業
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
事

業
所
も
多
く
、
今
後
の
仲

　

今
月
間
で
の
拡
大
は
、　

事
業
所
の
従
業
員
の
拡
大

が
中
心
で
し
た
が
、
毎
週

木
曜
の
訪
問
を
し
て
い
る

仲
間
が
ま
わ
り
の
業
者
に

呼
び
か
け
て
い
た
と
こ

ろ
、
そ
の
業
者
か
ら
の
紹

介
で
の
加
入
や
、
取
引
先

か
ら
の
紹
介
、
独
立
に
伴

い
以
前
勤
め
て
い
た
事
業

主
か
ら
の
紹
介
な
ど
仲
間

の
声
掛
け
が
加
入
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
場
に
む
か
う
仲
間
へ

の
宣
伝
と
し
て
、
11
月
１

日
は
三
川
町
交
差
点
で
船

津
分
会
と
荒
尾
分
会
を
中

心
に
14
人
、
そ
し
て
15
日

の
瀬
高
金
栗
交
差
点
で

は
、
高
田
分
会
、
瀬
高
分

会
、
大
和
分
会
、
山
川
分

会
か
ら
参
加
し
、
過
去
最

高
の
20
人
で
の
宣
伝
を
実

さ
き
や
ま
恵
子
さ
ん
と
北

岡
あ
や
さ
ん
が
来
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

意
見
は
私
一
人
で
大
し

た
事
は
言
え
な
い
け
ど
、

小
規
模
工
事
登
録
に
つ
い

て
議
員
の
２
人
は
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
話
を

聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

資
料
に
よ
る
と
令
和
５

年
度
の
小
規
模
工
事
の
登

録
者
数
は
98
人
、
工
事
件

数
は
６
０
６
件

で
約
７
千
万
円

の
工
事
依
頼
が

と
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
も

と
め
る
テ
ー
プ
も
流
し
、

税
対
部
の
田
中
部
長
は
商

業
施
設
の
前
な
ど
で
、
マ

イ
ク
を
に
ぎ
り
う
っ
た
え

も
行
い
ま
し
た
。　

　　現場訪問の吉永組織部長

出
て
い
ま
す
。 

　

平
均
す
る
と
一
人
６
件

の
小
規
模
工
事
の
見
積
依

頼
が
く
る
は
ず
な
の
に
殆

ど
の
方
が
６
件
も
来
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
適
正

に
小
規
模
工
事
の
依
頼
が

さ
れ
て
い
る
の
か
調
べ
て

欲
し
い
と
依
頼
し
ま
し

た
。 

　

議
員
さ
ん
か
ら
貴
重
な

話
を
伺
え
た
り
し
て
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
、
家

に
帰
っ
て
飲
ん
だ
酒
は
格

別
で
し
た
。 

　

小
規
模
で
６
件
も
仕
事

が
来
て
い
な
い
人
や
一
般

競
争
入
で
仕
事
が
取
れ
な

【
中
原
淳
・
甘
木
分
会
・

大
工
】　

　

先
日
、
福
建
労
大
牟
田

支
部
で
一
般
競
争
入
札
・

小
規
模
工
事
登
録
の
懇
親

会
が
夜
６
時
30
分
か
ら
有

り
ま
し
た
。
そ
の
時
間
は

仕
事
が
終
わ
り
晩
酌
を
す

る
時
間
で
す
が
、
重
い
腰

を
上
げ
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
私
一
人
で

他
に
日
本
共
産
党
市
議
の

　大牟田市の工事発注において、包括管理業務

の導入以降、公正・公平な運用がされているの

か対象の事業者にアンケートを取り、11 月 20

日に市議も招き懇談会を開催しました。

　小規模工事登録者のアンケートからは、「見

積依頼が少なくなった」「今年度は見積の案内

すら来ていない」など。入札に関しては、「落

札価格が低すぎて受けれるような単価でない」

「見積時に予定価格を超えてしまう」などがあ

りました。さらに、みなさんの声を聞き取り、

市へ要望していきます。ご協力を。

い
人
、
議
員
さ
ん
に
意
見

を
言
い
た
い
人
は
こ
の
様

な
懇
親
会
へ
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

間
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

施
し
ま
し
た
。
行
動
へ
の

参
加
者
が
増
え
れ
ば
、
さ

ら
に
活
性
化
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
拡
大
運
動
へ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建築大工・基幹技能者講習

　登録建築大工基幹技能者講習を福建労本部

で開催。基幹技能者は「建設キャリアアップ

システム」の大工にて能力評価のレベル４を

取得するために位置づけされています。

日時：１月 18 ㈰～ 19 日㈪

会場：福建労本部会館（福岡市南区清水）

受講手数料：44,000 円（定員 50 人）

（組合員が資格取得した場合、共済申請で

１万円、青年部は２万円の支給）

更新は、19 日㈪のみ。別途問い合わせを。

【
新
規
】

北岡市議と崎山市議が参加

現状をうったえる中原さん

 山川分会で仲間の事業所訪問

おはよう宣伝に参加の瀬高分会

 木村さんと大橋さんで現場訪問

分会 目標 拡大 残り

勝立 3 0 3

米生延命 3 0 3

船津 4 7 -3

松原 4 1 3

白光 3 4 -1

甘木 5 2 3

歴木Ａ 2 1 1

歴木Ｂ 3 1 2

田隈 5 8 -3

橘 6 6 0

髙田 2 2 0

大和 7 6 1

瀬高 2 1 1

山川 2 0 2

南関 2 0 2

荒尾 8 4 4

事業所 11 21 -10

合計 72 64 8

事業所訪問する田中さん

公平な運用もとめ懇談公平な運用もとめ懇談
小規模工事登録・指名願い小規模工事登録・指名願い



　
　
　
　
　

 

配
管
工 

船　

津　

瀬
崎　

翔
太 

船　

津

　
　
　
　
　

 

配
管
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船　
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瀬
崎　

翔
太 

船　

津

田
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勝
生 

土　

工 

船　

津 
 

吉
尾　

裕
亮 

船　

津

金
森　

蓮　

 

土　

工 

船　

津　

吉
尾　

裕
亮 

船　

津

梶
原　

由
羽 

書　

記 

事
業
所 

 

事　

業　

所

三
根　

貴
洋 

電　

工 

白　

光　

事　

業　

所

中
嶋　

翔
吾 

土　

工 

白　

光 
 

事　

業　

所

橋
村　

智
士 

鉄　

工 

荒　

尾 
 

大
山　

憲
司 

荒　

尾

内
田　

秀
一 

溶
接
工 

松　

原　

事　

業　

所

木
村　

領　

 

美
装
工 

　

橘　
　

事　

業　

所

木
村　

充　

 

美
装
工 

　

橘　
　

木
村　

領　

 

　

橘

木
村　

慧　

 

美
装
工 

　

橘　
　

木
村　

領　
　

 

橘

米
﨑　

翔
太 

塗
装
工 

田　

隈 
 

森
川　

英
治 

田　

隈

山
﨑　

海
翔 

電　

工 

高　

田　

宮
地　

一
之 

高　

田

久
保
田
克
祐 

土　

工 

事
業
所　

川
原　

裕　

 

事
業
所　
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　自分にとって貴重な逸品や、

家族にとって世界遺産と同じ

くらい大切なものなど紹介す

るコーナー。今月は歴木Ａ分

会からの紹介です。

【
坂
口
智
之
・
大
工
】

　

今
回
の
私
の
逸
品
は
、

モ
ノ
で
は
な
い
で
す
け

ど
、
幼
少
の
頃
よ
り
大
好

き
な
ガ
ン
ダ
ム
の
等
身
大

模
型
を
写
真
に
お
さ
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
私

の
逸
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
解
体
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
大
阪
万
博
で

す
が
、
先
月
10
月
６
日
に
、

そ
の
ガ
ン
ダ
ム
見
た
さ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
中
秋
の
名
月

６
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議　

県
本
部
会
館

６
日
（
土
）
大
牟
田
地
区
母
親
大
会　

大
牟
田
市
中
央
公
民
館

８
日
（
月
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
２
陣
期
日 

福
岡
高
裁

９
日
（
火
）
年
末
調
整
学
習
会　
　
　

組
合
事
務
所

10
日
（
水
）
県
税
対
部
活
動
者
会
議　

県
本
部
会
館

10
日
（
水
）
消
費
税
廃
止
各
界
連
大
宣
伝 

東
新
町
交
差
点

15
日
（
月
）
年
金
宣
伝　
　
　
　
　
　

大
牟
田
郵
便
局

15
日
（
月
）
福
岡
国
税
局
交
渉　
　
　

福
岡
国
税
局

16
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会　
　
　
　

組
合
事
務
所

17
日
（
水
）
組
織
建
設
推
進
委
員
会　

県
本
部
会
館

18
日
（
木
）
決
算
記
帳
学
習
会　
　
　

組
合
事
務
所

18
日
（
木
）
年
末
調
整
学
習
会　
　
　

組
合
事
務
所

20
日
（
土
）
電
話
な
ん
で
も
相
談
会　

社
保
協

22
日
（
月
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計　
　

組
合
事
務
所

23
日
（
火
）
年
末
調
整
仕
上
会　
　
　

組
合
事
務
所

25
日
（
木
）
社
保
協
宣
伝　
　
　
　
　

ゆ
め
タ
ウ
ン

25
日
（
木
）
年
末
調
整
仕
上
会　
　
　

組
合
事
務
所

26
日
（
金
）
本
部
４
・
５
役
会
議　
　

 

県
本
部
会
館

26
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会　
　
　

組
合
事
務
所

28
日
（
日
）
県
青
年
部
委
員
会　
　
　

県
本
部
会
館

29
日
（
月
）
仕
事
納
め

NO.24NO.24

入
口
に
も
見
事
な
バ
ラ
が
お
出
迎
え

モ
ハ
マ
ド 

ム
ビ
ン

1 2

月

の

行

事

予

定

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

新
し
く
仲
間
が
増
え
ま
し
た

分会シリーズ分会シリーズ 自
己
で
な
く
社
会
に
責
任
を

自
己
で
な
く
社
会
に
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　毎
月
の
収
支
計
算

を
実
際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

で
す
。
12
月
は
22
日
（
月
）
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室　

と

も

重

な

っ

て
、
夜
に
は
名

月
と
ガ
ン
ダ
ム

等身大のガンダムの写

真の中でも宝物の１枚

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー

危
険
個
所
と
合
わ
せ
市
へ
要
望

傍
観
は
加
担
と
同
じ
に

水路が未整備で水はけが悪い

ラ
フ
マ
ン 

ダ
ニ
ル

ガ
ン
ダ
ム
と
名
月
収
め
た
１
枚
の
写
真

ガ
ン
ダ
ム
と
名
月
収
め
た
１
枚
の
写
真

と
大
屋
根
リ
ン
グ
を
同
時

に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
今

後
二
度
と
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
１
枚
と
な
り
、
宝

物
の
１
枚
と
な
り
ま
し

た
。　
　

　

人
間
ら
し
く
働
く
た
め

の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
が
11
月

15
～
16
日
に
大
分
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
各

地
か
ら
人
間
ら
し
く
働
く

た
め
の
権
利
を
も
と
め
た

取
り
組
み
を
持
ち
寄
り
、

交
流
や
議
論
で
学
ぶ
場
と

し
て
35
回
目
の
実
施
で

す
。
全
体
で
４
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
で
し
た
。

　

大
分
大
学
の
石
井
ま
こ

と
氏
が
「
健
康
な
社
会
と

労
働
問
題
」
に
つ
い
て
講

演
。
自
己
責
任
論
を
の
り

こ
え
社
会
に
責
任
を
も
た

せ
る
必
要
が
あ
る
と
う
っ

た
え
、
様
々
な
立
場
か
ら

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
11
の
テ
ー

マ
で
分
科
会
が
開
か
れ
、

矢
野
顧
問
が
ア
ス
ベ
ス
ト

裁
判
に
つ
い
て
、
東
京
と

日
本
政
府
の
暴
走
を
止
め
よ
う

　

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実

行
委
員
会
で
は
、
10
月
11

日
に
市
担
当
課
を
招
き
学

習
会
を
開
催
。
そ
の
中
で
、

水
害
の
対
策
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
歴
木
地
域
と

田
隈
手
鎌
地
域
の
説
明
を

受
け
、
現
地
の
視
察
を
11

月
12
日
に
地
域
住
民
を
交

え
て
行
い
ま
し
た
。

　

田
隈
手
鎌
地
域
で
は
、

野
間
川
の
中
流
付
近
ま
で

川
幅
を
拡
張
す
る
工
事
が

終
わ
り
、
一
体
の
水
害
が

減
る
と
の
報
告
が
あ
り
、

順
次
上
流
へ
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歴
木
地
域
で
は
、
御
木

中
付
近
に
流
れ
込
む
雨
水

を
堂
面
川
に
流
す
た
め
の

暗
渠
を
新
た
に
設
置
す
る

工
事
が
進
行
中
。
し
か
し
、

堂
免
川
の
水
位
が
あ
が
れ

ば
、
排
出
す
る
こ
と
が
で

　

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
40
周
年
を
記
念
し

て
、
九
条
の
会
お
お
む
た

な
ど
が
実
行
委
員
会
を
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
11

月
24
日
に
大
牟
田
文
化
会

館
に
て
、
平
和
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
編
集

委
員
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
阿
部
岳
氏
が
招
か
れ
、

「
九
州
沖
縄
の
平
和
・
現

在
と
未
来
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

国
民
保
護
を
理
由
に
し

た
宮
古
・
八
重
山
の
12
万

人
の
九
州
避
難
に
沖
縄
島

な
ど
１
３
０
万
人
は
入
っ

て
い
な
い
。
歴
史
否
認
を

発
言
す
る
議
員
に
は
根
拠

も
な
い
。
台
湾
は
以
前
か

ら
有
事
に
備
え
て
い
た
と

こ
ろ
に
突
然
、
高
市
首
相

が
存
立
危
機
事
態
の
発

言
。
も
と
も
と
尖
閣
諸
島

問
題
だ
っ
た
は
ず
。
敵
基

地
を
攻
撃
で
き
る
装
備
の

実
装
の
広
が
り
が
報
告
さ

れ
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が

す
す
ん
で
い
る
な
ど
実
態

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
の
準
備
は
加
害
者

に
も
な
り
得
る
し
、
傍
観

は
加
担
と
同
じ
と
う
っ
た

え
、
日
本
の
市
民
と
し
て

日
本
政
府
を
暴
走
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
だ
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
阪
で
の
和
解
と
製
造
企

業
が
給
付
金
制
度
に
参
加

し
て
い
な
い
問
題
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
働
く
者
の
健

康
を
根
こ
そ
ぎ
奪
う
戦
争

へ
の
道
に
ス
ト
ッ
プ
を
」

と
題
し
講
演
。
こ
れ
ま
で

の
戦
争
や
日
本
の
侵
略
戦

争
が
国
内
外
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
事
実
を

明
ら
か
に
し
、
核
の
恐
ろ

し
さ
が
う
っ
た
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
言
い
な
り
に
な
り
、

戦
争
で
き
る
国
へ
突
き
進

ん
で
い
る
実
態
を
報
告

し
、
平
和
を
守
る
た
め
声

を
あ
げ
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
で
地
域
確
認

き
な
い
の
で
は
と
の
心
配

の
声
が
参
加
者
か
ら
あ
が

り
ま
し
た
。
同
時
に
道
路

や
水
路
で
確
認
で
き
た
改

善
が
必
要
な
個
所
も
確
認

し
市
へ
改
善
要
望
と
し
て

報
告
し
て
い
き
ま
す
。

　

近
く
で
危
険
な
個
所
な

ど
あ
っ
た
ら
連
絡
く
だ
さ

い
。

講演する阿部氏

11 月 25 日は

税金宣伝を実

施し９人参加

11 月５日は、

アスベスト宣

伝 10 人参加

◆ 8 日…アスベスト宣伝

　　９時 30 分～大牟田駅前

◆ 10日…消費税大宣伝

　　18 時～　東新町交差点

12 月の宣伝日程12 月の宣伝日程

定
例
の
宣
伝
に
参
加
を

定
例
の
宣
伝
に
参
加
を

矢野顧問がアスベスト報告

５
日
（
月
）
仕
事
始
め

１

月

の

行

事

予

定
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【先月の答】　

①ゴールテープの長さ ②走っている左から２人目

の人の手 ③１位の人の帽子のつば ④１位の人の目 

⑤１位の人のズボンの柄 ⑥２位の人の靴下の長さ 

⑦トラックの側に立つ人の髪

　

７
つ
の
ま
ち
が
い
の
答
え
と
近
況
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
抽
選
で
５
名
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
ド
シ
ド
シ
お
便
り
ま
っ
て
ま
す
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４
大
牟
田
市
古
町
３
の
２　
　

　
　

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部　

宛
て

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

お
め
で
と
う

閉
所
の
お
知
ら
せ

閉
所
の
お
知
ら
せ

【
浦
清
美
・
橘
】

　

今
は
れ
ん
こ
ん
の
美
味

し
い
時
で
す
ネ
。
キ
ン
ピ

ラ
や
煮
物
な
ど
お
か
ず
が

色
々
出
来
ま
す
ね
。
私
は
、

れ
ん
こ
ん
を
す
り
お
ろ
し

て
、
卵
と
塩
こ
し
ょ
う
で

れ
ん
こ
ん
の
天
ぷ
ら
だ
ん

ご
を
作
り
ま
し
た
。
サ
ク

サ
ク
し
て
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

【
松
田
博
子
・
白
光
】

　

多
肉
植
物
を
極
め
る
た

め
講
座
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
極
め
る
ど

こ
ろ
か
水
や
り
さ
え
も
加

減
が
難
し
く
、
植
物
の
奥

深
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

３３３３枚枚

☆
中
野　

絆
綺
ち
ゃ
ん

☆
中
野　

絆
綺
ち
ゃ
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
き
ず
き
）

（
き
ず
き
）

　
　
　

　
　
　

1010
月
２
日
誕
生

月
２
日
誕
生

　

甘
木
分
会

　

甘
木
分
会

　
　

中
野　

朔
矢
さ
ん

　
　

中
野　

朔
矢
さ
ん

◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆

☆
蒲
原　

漣
二
く
ん

☆
蒲
原　

漣
二
く
ん

　
　
　

　
　
　

 

（
れ
ん
じ
）

（
れ
ん
じ
）

　
　
　

　
　
　

1010
月月
1111
日
誕
生

日
誕
生

　
　

松
原
分
会

　
　

松
原
分
会

　
　

蒲
原　

銀
次
さ
ん

　
　

蒲
原　

銀
次
さ
ん

12
月
８
日
（
月
）
は
「
九
州
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
２
陣
裁
判
支
援
」
に
参
加
の

た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
29
日
の
午
後
か
ら
１
月
４
日
が

休
所
日
で
す
。
新
年
は
５
日
か
ら
開
所
（
５
日
は
午
前
の
み
）
で
す
。

事
業
主
・
一
人
親
方
は
必
ず
参
加
を

●基礎控除が最大 95 万円に

●給与所得控除の見直し

●特定親族特別控除の創設
源泉徴収実務の負担増

知らなければ損する !?

税金学習会

　

今
回
は
、
大
き
く
所
得

税
に
対
す
る
税
制
が
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
「
基
礎

控
除
」
や
「
給
与
所
得
控

除
の
見
直
し
、
「
扶
養
親

族
等
の
所
得
要
件
」
の
改

正
、
「
特
定
親
族
特
別
控

除
」
の
創
設
な
ど
複
雑
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
２
０
２
５

年
分
か
ら
適
用
と
な
る
の

で
、
給
与
支
払
者
で
源
泉

徴
収
義
務
者
に
と
っ
て

は
、
今
回
の
年
末
調
整
か

ら
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。

対
象
の
事
業
主
は
年
末
調

整
学
習
会
へ
も
参
加
く
だ

さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
事
業
を
し

て
い
る
方
の
確
定
申
告
に

も
影
響
し
ま
す
。

　

基
礎
控
除
は
所
得
に
よ

り
９
段
階
に
細
分
化
。
特

定
親
族
特
別
控
除
が
設
け

ら
れ
た
た
め
、
２
０
２
４

年
ま
で
は
19
歳
以
上
23
歳

未
満
の
親
族
の
給
与
収
入

で
１
０
３
万
を
こ
え
る
と

扶
養
控
除
額
が
「
０
」
で

し
た
が
、
１
５
０
万
ま
で

は
控
除
額
が
「
63
万
円
」

に
な
り
、
１
８
８
万
円
ま

で
段
階
的
に
３
万
円
ま
で

控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
家
族
の
方
の
収

入
の
把
握
が
必
要
で
す
。

　

知
ら
な
け
れ
ば
、
税
金

を
多
く
払
う
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
事
業

主
や
一
人
親
方
の
方
は
年

末
調
整
と
税
金
の
学
習
会

に
必
ず
参
加
く
だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
税
務
調
査
の
件
数

も
急
増
、
適
切
な
対
応
に

も
記
帳
と
請
求
書
や
領
収

書
の
保
存
な
ど
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
保
存
期
間
は

12 月 18 日（木）

税金学習会は資料代 500 円（別途

とりまとめ帳 500 円）が必要です。

組合事務所

　【昼の部】　【昼の部】

①①税金学習会税金学習会 13:30 ～ 13:30 ～

　源泉年末調整学習会源泉年末調整学習会 15:00 ～ 15:00 ～

　

従
業
員
の
給
与
、
法
人
の
役
員

報
酬
、
青
色
申
告
専
従
者
の
給
与

に
て
所
得
税
の
源
泉
を
し
て
い
る

事
業
所
は
年
末
調
整
が
必
要
。

12
月
９
日
に
２
回
と
、
20
日
は

税
金
学
習
会
の
あ
と
に
も
年
末
調

整
の
説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。
対

象
の
事
業
所
は
必
ず
参
加
を
。

【
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る

「
年
末
調
整
関
係
書
類
」
の
封
筒

一
式
を
持
参
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
学
習
会

７
年
で
す
。

　

な
に
よ
り
自
分
自
身
の

営
業
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
も
、
正
し
い
記
帳

が
必
要
に
な
り
ま
す
。　
　

　

税
金
を
め
ぐ
る
情
勢
を

知
り
、
納
税
者
の
権
利
も

学
習
し
て
お
か
な
け
れ

ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
調

査
官
に
い
い
よ
う
に
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

【夜の部】【夜の部】

②②税金学習会税金学習会 18:30 ～ 18:30 ～

　源泉年末調整学習会源泉年末調整学習会 20:00 ～ 20:00 ～

　

最
近
、
「
健
康
保
険
証

や
資
格
確
認
書
が
使
え
な

く
な
る
っ
て
聞
い
た
け

ど
、
ど
げ
ん
す
れ
ば
い
い

と
？
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
CM
で
今
年
の

12
月
２
日
以
降
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
に
き
り
か
え
な

け
れ
ば
病
院
で
受
診
で
き

な
い
よ
う
な
誤
解
を
ま
ね

く
内
容
が
流
さ
れ
て
い
る

た
め
、
不
安
の
声
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
は
強
引
な
マ
イ
ナ

保
険
証
へ
の
切
り
替
え
に

よ
る
混
乱
を
さ
け
る
た

め
、
特
例
で
期
限
の
切
れ

た
保
険
証
や
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
だ
け
で
も
病
院

で
資
格
の
確
認
が
で
き
れ

ば
受
診
で
き
る
よ
う
に
特

例
（
２
０
２
５
年
６
月
）

を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

特
例
は
来
年
３
月
ま
で
可

能
で
す
。

　

来
年
３
月
過
ぎ
て
も
、

中
建
国
保
に
加
入
の
方

は
、
３
月
に
行
わ
れ
る
資

格
更
新
会
で
資
格
確
認
書

や
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

急
い
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
結
び
つ
け
な
く
と

も
大
丈
夫
で
す
。
今
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　医療や介護、生活で困って

いる方の電話相談会を社保協

が行います。「病院に行きた

いけど治療費が払えない」「生

活保護をうけるには？」など

周りに困っている方がいたら

教えてあげてください。

12 月 20 日
13:00 ～ 19:00

TEL0944-85-8802

保
険
証
や
資
格
確
認
書
使
え
ま
す

保
険
証
や
資
格
確
認
書
使
え
ま
す

今
ま
で
と
同
じ
で
大
丈
夫

今
ま
で
と
同
じ
で
大
丈
夫

なんでもなんでも

電話相談会電話相談会

12月 9 日

12 月 18 日（木）

（火）
① 10:30 ～
② 13:30 ～

① 15:00 ～
② 20:00 ～


